








































































































ることから、川村が述べているような理由 短篇が長篇化されたと考えられる。さらに「（前略）本作（『海の記憶の物語』―引用者）が、網走に実在した資料館「ジャッカ・ドフニ をめぐるエピソードを、息子 死後数年で書かれ 同名短篇（『夢の記録』所収）と共有していることを思えば、短篇において展開されていた、 と家の、私 身体内での連鎖的横溢が発展したものとして捉えられ だろう」
（８）
といった分析がされていることからも、






は、 「吸収」もしくは「発展」される前の「ジャッカ・ドフニ」と題された短篇小説で津島は何を書こうとしていたのか、とい ことであ 今後佑子研究において『海の記憶の物語』は最重要作品に 考えられるが、同じ題が付いている「夏 家」につ ては 短篇ゆえに研究対象 して論じられた数はまだ非常に少ない。そのため、拙論では「夏の家」 テーマ及び「その題名（言葉）に対する思 」も含めて最初の
．．．
「ジャッカ・ドフニ」に





























ために屋上や温室や庭が欲しい息子、子供たちの工作場にもなる広い居間や大人数でも泊まれるような寝室を思う「私」 、長年住み暮らしてきた家を建て直すという「刺激」に感化される年老 た母。 「私」と子どもたちは、これまで小さなマンションで家族三人に加えて娘の飼い猫や息子が育てているイモリなどの小動物等で「押し合いへし合いしながら、混乱した生活を送っていた」が、それぞれの夢が膨らみ「想像上の新 い、広々とした家は 母 私たちとの四人を、日々、それぞれの形でそれぞれを圧倒しはじめ」るようになる。なかでも母は 現実と空想に疲弊 つつ「刺激」に促されるように何十枚と設計図を描き、そのよう 母の姿に影響を受けた息子も希望が詰まった設計図を書き続け 。
 
そのような家族の様子を見て「私」は、母と子供たちがそれぞれ思い描く


































突然の他界」 記述で彼がこの世から〈いなくなってしまった〉こと知らされる。 だが、 息子の死のエピソードは小説中には全く出ておらず、 「私」が息子の不在
．．
を一方的に語るのみとなっている。移転計画の中止後に娘と納























「われわれの夥しい思い出は」と、バシュラールは述べてい 。 「家のおかげで、保存されている。そしてもし家がやや複雑になり、地下室や屋根裏部屋、片隅や廊下をもつと、われわれ 思い出はますます表情ゆたかな隠れ家をもつことになる。われわれ 夢想するときに 、い もそこにたちかえってゆく」 。
 
夢のなかの家は、喜びや悲しみ、不安や恐怖とともに形を変えて揺れ












「夏の家」では、家族それぞれが「家を新しく建てるという話はあまりにも刺激的で、 自分たちの を熱中して想像」 し、 そのイメージは膨らみ続ける。特に息子の思い描く家は、家族や友達と気兼ねなく遊べたり、子どもらしい様々な仕掛けが施したりしてあるなど、まるでこれから何十年も続いてゆく時間が約束されていたか ように広がり続けるものであったが、皮肉にも家族の中で一番幼い彼の時間が真っ先 止まってしまう。
 
一方の「私」の母にとっての家は、息子の死に呼応するように、時が止ま
った思い出の保存場所としてある。彼女は新 い家 設計図を書き続け ものの、それは結果的に「今まで住み続けてき 間取りとほとんど変らないも になってしま」うし、転居に向け 「古い家に溜まり続け いた不用品を整理しはじめ」るが、 「私」から見ると 自分 成長の記録を実際に自分の着てきた衣類で辿ることができただろう」というくらいに「 族の三十年近い歳月分の古着が家 あちこちに溜めこんである」 。 そのような状況に年老いた母は疲れを覚える 、 「それでも な しろここにあまりにも長い間住み続けてきたものだから、 つの間にか植物のよ に この家に根を生やしてしまっていたらしくてねえ」と呟いてしまう。
 
息子の他界を受け入れられない「私」と、 「私」の中にある拡散と時間の停
滞という二つの役割を担った「家」は「私」を侵食し、 「こ 移転の計画が中断されてからというもの、あまりにも多くの家を私 夢に見過ぎてしまい、体のなかで収拾がつかなくなってしま」う。そ め、階段の幅が十五センチほどしかない家や暗闇にポツンと一軒だけ建っ いる 〈小屋〉 のような家、また、家庭訪問の教師に「設計のメチャクチャな家で困って るんです」と
言い訳をしなければならない構造の家や、老若男女さまざまな人と一緒に暮らす養鶏場のような建物もあれば、 いろいろなマンションへの転居等々、 「私」が語る様々な家は、 「私」自身からはみ出しつつも切り離すことができずにいる。
 
このような家が住人と共鳴するという特徴は、 「夏の家」だけに見られるも
のではない。この時期の津島作品において家や部屋は欠かせないモチーフであり、千葉俊二は「津島佑子の文学 主要テーマのひとつが家族であることはあらためてのべるまでもないだろうが、同時に津島がその家族を容れるうつわで る家にこだわりつづけて ることも見逃 え い。 」
（
１３）とその重要




部屋に続く階段は狭い上に暗くて急だが、部屋は四方 窓があ ため、玄関のドアを開ければ階段とは対照的に光があふれる空間となってい 。それは「光 量で、娘を環境の変化から守 こと できた」と「私」が思うほど眩しさと暖かさが は広がっている。しかし、夫と別れて娘と二人で暮らす生活を始めた「私」の日常は、この部屋のよう ただ
．．
明るいものではなか




























悪戯心からだった。しかし、三階の部屋は「私」にとって「自分の部屋よりも居心地良く感じるようになって」しまう。恐らく、 「がらんどう 」は「私」をとりま 日々のしがらみから放ってくれる場所として機能しているため、 「居心地良く感じる」 のであろう。 かし、 この部屋への依存心は 「私」の中で大きく膨らみ続け、 「私 自身の中で四階の光あふれる と三階の夜の闇 部屋とのバランスがう 取れなくなり、それと呼応するかのよう自分 中で収拾がつかなくなってしまう
。部屋と家という違いはあるが、 「夏
の家」 、 『光の領分』ともに「私」にとって家や部屋は〈単なる住空間〉の役目を超えて自己 中に存在し そしてその存在が大きくなると心身からはみ出してしまったのだ。
 
以上から、 津島作品にとっての家とは家族が住む場所という意味とは別に、
主人公自身の心身の延長でもあるか ような場所であると言えるが、 こ 「夏の家」や「光の領分」 ように「私」と家（部屋）との関係を作品に描く女性作家は津島以降も続い いることをここで述べておく。西川祐子は「借家の文学史」 （ 『借家と持ち家の文学史――「私」 うつわの物語』三省堂、一九九八年一一月）において、 「近代 女性作家たちは「家出小説」
（
１５―引用者） ）












































が、自身のルーツが北方にあるかも知れないと考えていたことが一因にあるのでは と推察される。津島 山本祐弘編著『樺太自然民族の生活』への書評（ 「山本祐弘編著――『樺太自然民族の生活』 」 『私の時間』人文書院、一九八二年一二月） において、 自身のルーツについて次のように述べている。
 
 
















































の関係 目にしているはずである。そう考えると、遺影に写ったジャッカ・ドフニには亡くなった息子の魂という これ以上ない〈大切なも 〉が収められているとしているとしても差し支えないであろう
 
親子がジャッカ・ドフニを訪れた日は、写真に写った陰影がはっきりする
ほどのよく晴れた夏 日であり、 「私」の腕や子どもたちの運動靴だけの素足も「白く光っている」 。だから、息子がこの世から なくなってしまったことを受け入れられない「私」は、息子が〈こちら〉へ戻ってくる可能性を信て、彼が迷わないように 夜も色とりどりな眩しい光を放つ都心の繁華街」にある「光と活気が集約され 場所
」という「光」にこだわった場所に









おける最も大きな違いは、チカップの物語の存在である。アイヌの母と倭人の父との間に生まれたチカップの物語につい 、星野智幸は『海 記憶 物語』 書評（ 「朝日新聞」二〇一六年五月一五日付）で「 （チカップを取り巻くルーツが多様な迫害されている人々（星野は彼 を「移民」としている）の「静かな怒り」の言葉を受け ―引用者） れ 今 日本の姿だろう。強権的な政治のもと、被災者が置き去りにされ、タブーにされ、ルーツを異にする住民が差別という暴力を浴びせられ、それを見て見ぬふりする社会。過ちの歴史は何度も反復されている。 」と
評している。このことは、ゲンダーヌ










「夏の家」において、 「私」は「息子が死んだ、という言葉を口にする人」に対して、生と死の境目をはっきりと分かつ強い言葉を拒否するとともに蔑むのだが、その一方で「私」自身もそれらの人々に対抗するべき言葉が見つからず「妙なこと」と自身の中におさめるしかないとしている。この生と死をはっきりと別つ については、 『海の記憶の物語』の「わたし」も受け入れがたいこととしており 「わたし」は津波で亡くなった子どもたちの死と自分の息子の死を重ねる場面で 瞬の迷い、一瞬の楽観。その結果の、生と死との、あまりにあか さまな境界。何年
経っても、その境界を受け入れるこ
とがわたしにもできな った。 」と述べ 「夏 家」での「私」が息子を突如失ってしまったつらい経験が『海の記憶の物語』の わたし の経験
（
２３）
へと繋がり、 「生と死と 、 まりにあからさまな境界」を受け入れられ い姿がともにある。
 
津島が、かつて自分が書いた短篇の題を長篇に付けたうえに作品の一部を




















の住まい〉から姿を現し、 「ダア」もそして津波で亡くなった子どもたちもそれぞれが「境界」で区切られることなく、 〈仮の住まい〉を介して生者のそばに寄り添っている。亡くなった彼らはいずれ〈歴史〉から忘れられてしまうかも知れないが、 記憶が受け継がれる限り存在し続けるのであり、 両方の 「ジャッカ・ドフニ」はそのことを伝えるために紡がれたのである。
 
東日本を襲う未曾有の大震災が起ることなど考えも及ばなかった頃に発表








































































































































その後、表題作として詩集 大切なも をおさめる家』 （思潮社、一九九二年十一月）に収められている。なお、論文中の引用は詩集に拠っ 。
 
（
２０） 「大切なものをおさめる家」 の最後に創作動機が以下のよう 綴られている
 
「一九七八年八月二十一日、朝日新聞紙上に、遠い裂け目のように見た、













呉佩珍「帝国残影の三部作『あまりに野蛮な』 、 『葦舟、飛んだ』 、そして『ヤ

































海の記憶の物語』 は単行本 （集英社、 二〇一六年五月） 、
「光の領分」は講談社文芸文庫版（一九九三年九月）に拠った。
 
